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2 CHIDE入門

1 はじめに

Chは、組み込み可能な C/C++インタープリタです。Chは、C++におけるクラスと他の高級言語拡
張をもったスーパーセットです。Chのユーザー層は、クロスプラットフォームスクリプティング、シェ
ルプログラミング、2D/3Dプロット、数値計算、および組み込みスクリプティングに限定されません。
Chはインタープリタですので、作成した C/C++プログラムを、コンパイル、リンクすることなしに
実行することができます。Chは、学級における学生への Cおよび C++授業のプレゼンテーションに
最適です。高度な数値演算機能をもつことにより、Chは工学および自然科学のアプリケーションで
の使用に適しています。このドキュメントは、ChIDEと Chコマンドシェルを使用した、C/C++イン
タープリタの使い方の手っ取り早い習得方法について述べています。

2 ChIDE入門

統合化開発環境（IDE）は、Cおよび C++プログラムの使用することができます。これは、特に自
動書式ハイライト機能をもったプログラムの編集と IDE内でのプログラムの実行に使用されます。
ChIDEは、C/Ch/C++プログラムをコンパイルすることなしに、Chで作成、デバッグ、実行するため
の統合化開発環境（IDE）です。ChIDEでは、Microsoft Visual Studio .NETのような、Cおよび C++

コンパイラをオプションで用いて、編集済みの C/Ch/C++プログラムをコンパイル、リンクすること
もできます。

ChIDEは、Embedded Chを用いて開発されています。
Ch Professional用の ChIDEは、Windows、Linux、およびMac OS X x86 1で使用可能です。
ChIDEは、コマンド chideを実行して起動することができます。Windows上では、ChIDEは、デ

スクトップ上で図 1に示されているアイコンをダブルクリックして、簡単に起動することも可能です。
Mac OS X x86上では、ChIDEは、ダッシュボード上またはApplicationフォルダ内の図 1に示され

ているアイコンをクリックして起動することも可能です。

図 1: Windows、Linux、Mac OS X x86デスクトップ上の ChIDEアイコン

Linux上では、ChIDEはスタートアップメニュー内のエントリ Programming Toolsから起動するこ
とも可能です。コマンド

ch -d

を使用すると、Chのアイコンがデスクトップ上に作成されます。Chが ChIDEとともにインストー
ルされると、ChIDEのアイコンもまたデスクトップ上に作成されます。

ChIDEにおけるテキスト編集作業は、[メモ帳]に自動書式スタイリング機能を追加したような、ほ
とんどのWindowsまたはMacintoshエディタでの作業と類似しています。ChIDEは一度に複数のファ
イルをメモリ上に保持することが可能ですが、表示されるのは 1つのファイルのみです。ChIDEは最
大 20個のファイルまでをメモリに保持可能です。

1現在のところ、日本語版として提供されているのはWindows版のみです。
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2 CHIDE入門

1つの例として、新規のドキュメントを開き、編集ウィンドウ内に図 2のように、以下のコードを
入力します。

#include <stdio.h>

int main() {

printf("Hello, world!\n");

return 0;

}

プログラムは、書式ハイライト機能により、色付きで表示されます。

図 2: ChIDEの編集ウィンドウ内で編集されたプログラム

学級でのプレゼンテーション用に、表示されるプログラムのフォントサイズを大きくすることがで
きます。変更を行うには、コマンド [表示] → [フォントサイズの変更] をクリックします。編集
ウィンドウの左側の行番号、余白、および折りたたみ表示用余白は、コマンド [表示] → [行番号]、
[余白]、[折りたたみ表示用の余白]をそれぞれクリックすることにより、図 3のように、オフにす
ることができます。折りたたみ表示用余白上の折りたたみ点のマーカー ’-’と ’+’をクリックして、
ブロックコードをそれぞれ展開したり、折りたたんだりすることができます。

図 3: ChIDE内に、行番号、余白、折りたたみ表示用余白なしに表示されたプログラム

このドキュメントをコマンド [ファイル] → [名前を付けて保存]により、図 4のように、ファイ
ル名 hello.cとして保存します。

2



2 CHIDE入門

図 4: ChIDEで編集したプログラムの保存

デバッグバーの下にあるそのファイル名のタブを右クリックして、図 5のように、コマンド [名前
を付けて保存]を選択し、そのプログラムを保存することもできます。

図 5: ファイル名を右クリックして ChIDEで編集したプログラムを保存

このプログラムhello.cはCHHOME/demos/bin/hello.cに含まれていて、[ファイル] → [開
く]コマンドを用いてロードすることも可能です。ここで、CHHOMEは Chのホームディレクトリで、
Windows上では、Chのホームディレクトリは既定で Cドライブ上の C:/Chになります。Windows上
では、Windowsエクスプローラの一覧にあるプログラムは、これをドラッグして ChIDE上にドロッ
プし、その編集ウィンドウ内で開くことも可能です。
ファイル拡張子.c、.ch、.cpp、.cc、および .cxxをもつか、またはファイル拡張子をもたな

い C/Ch/C++プログラムは、ChIDEですぐに実行可能です。
プログラム hello.cを実行するには、図 6のように、[実行]ボタンをクリックするか、または

[ツール] → [実行]を選択します。
[実行]または [ツール] → [実行]コマンドを選択する代わりに、ファンクションキー F2を押

しても、プログラムを実行することが可能です。
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2 CHIDE入門

図 6: ChIDE上の編集ウィンドウ内のプログラムの実行とその出力

ChIDEには、編集ウィンドウ、デバッグウィンドウ、デバッグコマンドウィンドウ、およびアウト
プットウィンドウの 4つのウィンドウがあります。デバッグウィンドウは、編集ウィンドウの下また
は右に配置されています。このウィンドウのサイズは起動時にはゼロになっていますが、編集ウィン
ドウとの境界をドラッグすることにより、拡大することができます。デバッグコマンドウィンドウは
デバッグウィンドウの下または右に配置されています。同様に、アウトプットウィンドウもデバッグ
ウィンドウの下または右に配置されています。アウトプットウィンドウはデバッグコマンドウィンド
ウの左に配置されています。このウィンドウは起動時にはゼロになっていますが、デバッグウィンド
ウとの境界をドラッグすることにより、拡大することができます。
既定では、プログラムからの出力は、アウトプットウィンドウ内に指定されています。
[表示] → [左右に分割]コマンドは、ChIDEの水平方向のレイアウト変更に用いられます。ここ

では、編集ウィンドウを左に、デバッグウィンドウを真ん中に、そしてアウトプットおよびデバッグ
コマンドウィンドウを右側に配置されます。現在のセッションにおける、ChIDEの位置とサイズ、編
集ウィンドウ、デバッグウィンドウ、およびアウトプットウィンドウのサイズは、ChIDEが閉じられ
る際に保存されます。ChIDEが次回起動される際には、前回のセッションでこれらの保存された値
が、新しいセッションに対して使用されます。コマンド [表示] → [既定のレイアウト]は、ChIDE

のグローバルおよびユーザーオプションファイル内の値を使用し、ChIDEがこの既定値を使うよう
にリセットします。CHHOME/demos/bin/hello.c にあるものと同じプログラム hello.c （こ
こで、CHHOMEは Ch用のホームディレクトリであり、Windowsでは C:/Chのようになっています）
は、[ファイル] → [開く]コマンドを使用してロードすることもできます。
プログラム hello.cが実行されると、アウトプットウィンドウがまだ表示されていな場合はこれ

が表示され、以下の実行結果

ch -u "hello.c"

Hello, world

Exit code: 0

が、図 6のように表示されます。
ChIDEから出力された 1行目の青字の行

ch -u "hello.c"

は、このコマンドにより、Chがプログラム hello.cを実行したことを示しています。
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2 CHIDE入門

黒字の行は、Chプログラムの実行結果です。ChIDEから出力された最後の青字の行は、プログラ
ムが終了したことを示しています。終了コードが 0であることは、プログラム中のステートメント

return 0;

または

exit (0);

により、実行が正常に終了したことを意味しています。プログラムの実行中に問題が発生した場合、
あるいは

return -10;

または

exit(-2);

のように、プログラムが returnあるいは exitステートメントで非ゼロの値で終了した場合、終了コー
ドは-1になります。

ChIDEは、Chが発生したエラーメッセージを正しく受け取ることができます。このことを確かめ
るには、プログラムに意図的に誤りを追加します。たとえば、

printf("Hello, world\n");

を

printf("Hello, world\n";

のように変更します。修正したプログラムに対して [実行]または [ツール] → [実行]を選択する
と、その結果は以下のようになります。

ERROR: missing ’)’ before ’;’
ERROR: syntax error before or at line 7 in file ’C:\ch\demos\bin\hello.c’
==>: printf("Hello, world\n";
BUG: printf("Hello, world\n"; <== ???

ERROR: cannot execute command ’C:\ch\demos\bin\hello.c’

実際の実行画面は、図 7のようになります。

図 7: プログラム hello.cの実行結果の出力におけるエラー行
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2 CHIDE入門

このプログラムの実行が失敗したため、終了コード-1が

Exit code: -1

のように、出力ウィンドウの最後に表示されます。
図 7のようなアウトプットウィンドウ内の赤字のエラーメッセージをマウスの左ボタンでダブルク
リックすると、編集ウィンドウ内の不正な書式とエラーメッセージを含んだ行が図 8のように黄色の
背景で強調表示されます。

図 8: プログラム hello.c実行出力からのエラー行の検索

文字カーソルがこの行に移動して、必要な場合には、このウィンドウが自動的にスクロールして、
この行が表示されます。この単純な例では問題がどこにあるかを見つけるのは簡単ですが、大きな
ファイルの場合、[ツール] → [次のエラーメッセージ]コマンドまたはファンクションキー F4を使
用して、レポートされたエラー個所を表示することができます。[ツール] → [次のエラーメッセー
ジ]を実行すると、アウトプットウィンドウ内の最初のエラーメッセージと、編集ウィンドウ内の該
当する行が、黄色い背景で強調表示されます。
コマンド [ツール] → [前のエラーメッセージ]、またはファンクションキー Shift+F4は、直

前のエラーメッセージの表示に使用されます。
コマンド [表示] → [アウトプットウィンドウ] を選択すると、アウトプットウィンドウを開く

／閉じることができます。コンソールウィンドウの内容は、図 9のように、[表示] → [アウトプッ
トウィンドウを消去]により消去することができます。
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2 CHIDE入門

図 9: アウトプットウィンドウの内容の消去

コマンドの実行が失敗し、終了に非常に時間がかかる場合は、[プログラムの強制終了]ボタン、ま
たは [ツール] → [実行の停止]コマンドを使用して、プログラムの実行を停止します。
[文法解析]コマンドまたは [ツール] → [文法解析]コマンドを用いて、プログラムを実行せず

に書式エラーをチェックすることができます。
読みやすさとソフトウェアのメンテナンスのために、プログラムの各行に適切にインデントが設定

されます。ツールバー上のコマンド [ツール] → [インデント]は、編集ウィンドウ内のプログラム
に適当にインデントを設定します。デバッグバーの下にあるファイル名のタブを右クリックし、コマ
ンド [インデント]を選択して、プログラムにインデントを設定します。図 5は、ファイル名が右ク
リックされたときのコマンド [インデント]を示しています。

ChIDEは、scanf()のような C関数を通したユーザー入力を必要とするプログラムを実行するこ
ともできます。ChIDEでは、コマンドライン引数を扱うことも可能です。ChIDEを用いて、Chで C

および C++プログラムを実行する際の詳細な情報は、図 10のように、[ヘルプ]メニューから [ChIDE

解説書]をクリックすることによって、オンラインで得ることができます。

図 10: ChIDEの使用法に関するオンラインヘルプ情報の取得
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3 C/CH/C++プログラムのデバッグ

3 C/Ch/C++プログラムのデバッグ

ChIDEは、バイナリ Cプログラム用の典型的なデバッガで利用可能なすべての機能を備えていま
す。「開始」と「シングルステップ」のようなデバッグインターフェースコマンドは、図 11のように
なっています。

図 11: [デバッグ]メニュー

これらは、図 12のように、デバッグバー上で直接使用することもできます。

図 12: ブレークポイントの設定
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3 C/CH/C++プログラムのデバッグ

デバッグ中の任意の時点で使用可能なデバッグバー上のコマンドは、クリック可能になっています。
クリックできないコマンドは、グレーアウトされています。
デバッグモードでは、[開始]コマンドまたはファンクションキー F5により、編集ウィンドウ内の

プログラムを実行することができます。プログラムの実行は、ブレークポイントにヒットすると停止
します。プログラムを 1行ずつ実行するには、[シングルステップ]コマンドまたはファンクション
キー F6を使用します。一方、[ステップオーバー]コマンドまたはファンクションキー F7は関数を
ステップオーバーして、次の行を実行対象にします。デバッグ中に [続行]コマンドをクリックする
と、プログラムは、ブレークポイントにヒットするか、あるいは最後まで実行されます。
プログラムの実行前またはデバッグ中に、新規のブレークポイントを追加して、これにヒットした

ときにプログラムの実行を停止させるようにすることができます。ある行に対するブレークポイント
は、図 12のように、その行の左余白（[表示]→ [余白]をクリックして表示させる）をクリックして
設定します。このブレークポイントを解除するには、この行の左マージンにある赤い丸印をクリック
します。デバッガのブレークポイントは、図 12のように、デバッグウィンドウの上のデバッグウィ
ンドウ選択バーの [ブレークポイント]タブをクリックして、調べることができます。デバッグウィン
ドウは、各ブレークポイントに対するブレークポイント番号とその場所を表示します。現在の行に対
するブレークポイントは、[ブレークポイントを現在行に設定]コマンドをクリックしても設定可能
です。これを解除する方法として、[現在行のブレークポイントを解除]メニューを選択することも
できます。ブレークポイントが何も設定されていない場合、コマンド [現在行のブレークポイントを
解除]はクリック不可になっています。しかしながら、ブレークポイントは以下のような初期化をと
もなう宣言文には設定できません。

int i = 10;

実行中およびデバッグ中のプログラムを編集すべきではありませんが、あえてそうしようとすると、
警告メッセージ

警告：デバッグ中にこのファイルに加えられた変更は現在のデバッグセッションには反映
されません。

が表示され、そのプログラムの実行が終了し、編集可能になります。コードの追加／削除によりプロ
グラムが編集されると、そのプログラムに対するブレークポイント設定が自動的に更新されます。
[シングルステップ]コマンドは、ある関数の中へのステップインに使用されます。その関数がす

でにバッファ内にロードされているファイルの中にない場合、その関数を含むファイルがロードされ
ます。プログラムの実行の最後に、デバッグ中にロードされたそのファイルがバッファから削除され
ます。しかしながら、ブレークポイントがそのロードされたファイルに設定されている場合、プログ
ラムの実行が終了しても、そのファイルはバッファ内にとどまります。
デバッグコマンドウィンドウ内で [debug]コマンドを用いると、あとで説明されているように、ブ

レークポイントを関数と変数制御に対して設定することもできます。
コマンドの実行が失敗し、終了に非常に時間がかかる場合は、[中止]ボタンを使用して、プログ

ラムの実行を停止します。
デバッグモードでプログラムが実行されると、標準入出力とエラーストリームが、図 13のように、

独立した [Debug Console Window]にリダイレクトされます。
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3 C/CH/C++プログラムのデバッグ

図 13: デバッグ時の入出力用 Debug Console Window

既定では、このコンソールウィンドウは常に他のウィンドウの上に表示されます。この既定の動作は、
[表示] → [Debug Console Windowを常に最前面に表示]コマンドにより、オン／オフの切り換
えを行うことができます。このコンソールウィンドウは、[表示] → [Debug Console Window]

コマンドにより、開いたり閉じたりすることができます。このコンソールウィンドウの内容をクリア
するには、図 9のように、[表示] → [Debug Console Windowを消去]コマンドを使用します。
この「コンソールウィンドウ」のウィンドウおよびフォントサイズはもちろん、背景と文字の色は、
このウィンドウの左上隅の ChIDEアイコンを右クリックし、[プロパティ]メニューを選択して変更
することができます。なおWindows Vista上でこのような変更を行う場合、ChIDEを管理者権限で実
行する必要があります。
[シングルステップ]または[ステップオーバー]コマンドにより、プログラムが 1行ずつ実行された

場合、現在のスタック内の変数名とその値は、デバッグウィンドウ上で、デバッグウィンドウ選択バー
の [ローカル変数]メニューをクリックすることにより、調べることができます。プログラムの実行制
御が関数内にあるときに、[locals]コマンドを入力すると、その関数のローカル変数と引数の値が表
示されます。プログラムの実行制御がスクリプトの関数内にないときに [locals]コマンドを入力す
ると、そのプログラムのグローバル変数の値が表示されます。図 14のように、CHHOME/demos/bin
ディレクトリにあるプログラム func.cが 9行目を実行対象にし、緑色でハイライトされているとき、
ローカルの整数 iと nは 1と 10に、一方 double型の配列 aは、1、2、3、4、5を含んでいます。
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3 C/CH/C++プログラムのデバッグ

図 14: 現在呼び出されている関数内のローカル変数名と値の表示

デバッグ中に関数スタックを変更することができます。このスタックは、そのスコープ内の変数が
デバッグウィンドウ内で表示され、またはデバッグコマンドウィンドウ内でアクセスされるように、
呼び出し関数の [上へ]移動するか、または呼び出された関数の [下へ]移動することができます。現
在の行と呼び出し関数の実行行のハイライト用に異なる色が使用されます。たとえば、図 14で [上
へ]コマンドをクリックすると、プログラムの制御フローは、図 15で青色にハイライトされている
ように、呼び出し関数 main()の 15行目に移動します。
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図 15: 呼び出し関数内のローカル変数名と値の表示

図 14では、[下へ]メニューはクリック不可になっていますが、このメニューは、現在のスタック
が上に移動させられた際、図 15ではクリック可能になっています。この時点でのデバッグウィンド
ウは、唯一の定まった変数である、呼び出し関数 main()内の変数 iの名前と値を表示します。
デバッグウィンドウ上部の [スタック]タブは、各スタック内の、関数、メンバ関数、またはプロ

グラム名および対応するスタックレベルを表示します。現在実行中の関数のスタックレベルは 0であ
り、一方レベル n+1は、スタックレベル nの関数から呼び出されている関数です。
たとえば図 16に示されているように、関数 func()は、プログラム func.cにより起動された関

数 main()により、呼び出されます。
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図 16: 実行点に対する異なるスタックの表示

全スタック内の変数名の名前とその値は、デバッグウィンドウ選択バーの [変数]タブで、図 17の
ように表示されます。
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図 17: 全スタック内のすべての変数の名前と値の表示

スタックレベルは、図 15 で示されているように、編集ウィンドウ内の現在の行と呼び出し関数
の実行行に対応した色でハイライトされます。図 17では、プログラムは 9行目で停止します。関数
func()と main()内のグローバル変数はもちろん、ローカル変数の名前と値もデバッグウィンド
ウ内に表示されます。おわかりのように、9行目の実行前のグローバル変数 gの値は 200になってい
ます。
図 11で表示されている、デバッグメニュー内のコマンド

[デバッグウィンドウに特別な変数の値を表示する]

をクリックすると、__func__のような特殊な変数の名前と値がデバッグウィンドウの [ローカル変
数]と [変数]タブ内に表示されます。
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4 デバッグコマンドウィンドウ内での [DEBUG]コマンドの使用

4 デバッグコマンドウィンドウ内での [debug]コマンドの使用

プログラムのデバッグ中には、多くのデバッグコマンドがデバッグコマンドウィンドウ内で使用可
能です。プロンプト

debug>

がデバッグコマンドウィンドウ内に表示され、デバッガがデバッグコマンドを受け付け可能になった
ことを示します。[help]コマンドを入力すると、図 18のように、使用可能なすべてのコマンドが
表示されます。

図 18: デバッグコマンドウィンドウ上のデバッグコマンド

コロン（:）の左側のメニューはコマンドを示し、その右側はそのコマンドの動作について説明し
ています。デバッグコマンドウィンドウ内では、デバッグバー上の全コマンドを使用することができ
ます。さらに、デバッグコマンドウィンドウ内でしか使用できない機能がいくつかあります。
変数、式、および関数は、[assign]、[call]、および [print]コマンドで扱われます。[assign]

コマンドは値を変数に割り当て、[call]は関数を起動し、[print]は変数または関数を含む、式
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4 デバッグコマンドウィンドウ内での [DEBUG]コマンドの使用

の値を出力します。void型の式を出力することは、void型を返す関数の場合も含めて、無効な操作で
す。式をタイプするだけで、その式の値が表示されます。その式が voidの型を返す関数である場合、
その関数のみが呼び出されます。たとえば、コマンド

debug> assign i=2*10

debug> call func()

debug> print i

20

debug> 2*i

40

debug>

は、変数 iに値 10を割り当て、関数 func()を呼び出し、変数 iがそのスコープ内で有効な場合に
は、式 2*iの値を出力します。他の例として、図 19のように、プログラム func.cが実行され、9

行目で停止した場合、式 2*gとともに変数 aと iの値が、デバッグコマンドウィンドウ上で対応す
るコマンドを入力することにより、表示されます。

図 19: デバッグコマンドウィンドウ内でのデバッグコマンドの使用

[start]コマンドは、プログラムのデバッグを開始します。[start]と [run]コマンドのオプ
ションのコマンドライン引数は処理されて、main()関数に対する引数に渡されます。たとえば、図 20
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のプログラム C:\Ch\demos\bin\commandarg.cを実行するため、デバッグコマンド

debug> start -o option1 -v option2 "option3 with space"

は、文字列 "C:\Ch\demos\bin\commandarg.c"、"-o"、"option1"、"-v"、"option2"、
および"option3 with space" を、エレメント argv[0]、argv[1]、argv[2]、argv[3]、
argv[4]、および argv[5]、すなわち、Chスクリプト commandarg.cのmain関数

int main(int argc, char *argv[])

の引数 argvにそれぞれ割り当てます。
空白文字を含んだコマンドライン引数は、上記の文字列 "option3 with space"で示されるよ

うに、二重引用符で囲む必要があります。

図 20: コマンドライン引数を扱うプログラム

プログラムはブレークポイントにヒットすると停止します。[run]コマンドを入力すると、プロ
グラムは、ブレークポイントを無視し、デバッグされることなしに実行されます。[step]または
[next]コマンドにより、デバッグバー上のコマンドと同様に、プログラムを 1行ずつ実行するこ
とができます。 [step]コマンドは、関数にステップインし、一方 [next]コマンドは、関数をス
テップオーバーして次の行を実行対象にします。デバッグ中に [cont]コマンドを起動して、プロ
グラムをブレークポイントにヒットするか、または最後まで実行させることができます。デバッグ中
に関数スタックを変更することが可能です。[up]および [down]コマンドにより、関数スタックの
スコープ内の変数にデバッグコマンドウィンドウ内でアクセスできるように、それぞれ関数スタック
を、その呼び出し関数の上に移動させるか、または呼び出された関数の下に移動させることができま
す。すべてのスタック内の関数またはプログラム名を表示させるには、[stack]コマンドを使用し
ます。現在のスタック内の変数の名前とその値を表示させるには、[locals]コマンドを使用しま
す。[variables]コマンドを入力すると、各スタック内のスコープにあるすべての変数の名前と値
が表示されます。
[watch]コマンドは、シングル変数を含む式をウォッチ式のリストに追加します。ウォッチ式は、

プログラムの実行前にも実行中にも追加することが可能です。[remove expr]コマンドを使用する
と、ウォッチ式のリストから式を削除することができます。また、[remove]コマンドは、ウォッチ
式リスト内のすべての式を削除します。たとえば、デバッグコマンドウィンドウ内で以下のコマンド
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4 デバッグコマンドウィンドウ内での [DEBUG]コマンドの使用

debug> watch 2*g

debug> watch i

を実行すると、図 21のように、式 2*gと変数 iがウォッチ式のリストに追加されます。プログラム
がブレークポイントで停止するか、または次のステートメントにステップインすると、デバッグウィ
ンドウ選択バーの [ウォッチ]タブをクリックすることにより、図 21のように、これらのウォッチ式
の値がデバッグウィンドウ内に表示されます。

図 21: デバッグコマンドウィンドウ内でウォッチ式と変数を設定し、その値をデバッグウィンドウ内
に表示

プログラム実行前またはデバッグ中に、新規のブレークポイントを追加して、プログラムの実行を
停止させることができます。ブレークポイントは、次の 3項目の指定、すなわち、ファイル名と行番
号、関数、および制御変数、により設定されます。ブレークポイントが関数内に設定されると、プロ
グラムは関数の最初の実行可能な行で停止します。ブレークポイントが変数に対して設定されると、
プログラムは、その変数値が変更されたときに停止します。各ブレークポイントには、オプションの
条件式があります。ブレークポイントの場所に到達すると、条件式があればその条件式が評価されま
す。ブレークポイントは、式（ブレークポイント設定時に指定する必要があります）が真かまたは変
更された場合のみ、ヒットします。 既定では、ブレークポイントは、式が真の場合のみヒットしま
す。[stopat]コマンドは、引数としてファイル名と行番号を指定することにより、新規のブレーク
ポイントを設定します。プログラムがこの場所に到達すると、実行が停止されます。[stopin]コマ
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ンドは、関数に対して新規のブレークポイントを設定します。プログラムがこの関数の最初の実行可
能行に到達すると、実行が停止されます。[stopvar]コマンドは、制御変数に対して新規のブレー
クポイントを設定します。この変数は、プログラム実行中に評価されます。プログラムは、この変数
の値が変更されると、実行を停止します。これらのコマンドのいずれかが起動されると、ブレークポ
イントがブレークポイントリストに追加されます。各ブレークポイントに対するオプションの条件式
とトリガ手段は、これらのコマンドの最後の 2つの引数として渡されます。たとえば、ブレークポイ
ントを完全なパスと行番号を用いて、ファイル内に設定する場合は、以下のようになります。

debug> stopat filename #

debug> stopat filename # condexpr

debug> stopat filename # condexpr condtrue

ブレークポイントの場所に到達すると、オプション式[condexpr]が評価されます。引数[condtrue]

が真であるか、またはない場合、ブレークポイントは、この式の値が真である場合にヒットします。
そうでない場合、ブレークポイントは、この式の値が変更された場合にヒットします。たとえば、コ
マンド

debug> stopat C:/Ch/demos/bin/func.c 6

は、C:/Ch/demos/binディレクトリにあるファイル func.c内の 6行目にブレークポイントを設定し
ます。コマンド

debug> stopat C:/Ch/demos/bin/func.c 6 i+j 1

も、ファイル func.cの 6行目にブレークポイントを設定しますが、次のような違いがあります。す
なわち、ファイル func.cの 6行目の位置のブレークポイントに到達すると、式 i+jが評価され、こ
の式の値が真のときに、ブレークポイントがヒットします。上記の式は、以下の式と同等です。

debug> stopat C:/Ch/demos/bin/func.c 6 i+j

コマンド

debug> stopat C:/Ch/demos/bin/func.c 6 i+j 0

もやはりファイル func.cの 6行目にブレークポイントを設定します。この場合、ファイル func.cの
6行目の位置のブレークポイントに到達すると、式 i+jが評価され、この式の値が変更されたとき
に、ブレークポイントがヒットします。逆に、適切な引数をともなって、コマンド [clearline]、
[clearfunc]、および [clearvar]を実行すると、リスト内のそれぞれ、行、関数、および変数
型が削除されます。[clear]コマンドは、デバッガ内のすべてのブレークポイントを削除します。
プログラムの実行が失敗し、終了に時間がかかり過ぎる場合は、[abort]コマンドを用いて、プ

ログラムを停止させることができます。デバッグコマンドウィンドウは、図 9で表示されているよう
に、[表示] → [デバッグコマンドウィンドウを消去]をクリックすることにより、消去できます。

5 Chコマンドシェル入門

Chは、コマンドで操作を行うコマンドシェルとして使用することも可能です。MS-DOSシェル、
Bash-shell、またはC-shellなどの他の一般的なシェルのように、Chシェル内でコマンドが実行可能で
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す。しかしこれらの一般的シェルとは異なり、Chシェルでは、CおよびC++における式、ステートメ
ント、関数、プログラムが、容易に実行、参照可能です。したがって、Chコマンドシェルは、C/C++

学習に対する理想的なソリューションです。教官は、Chをノート PCとともに授業で対話的に用い
て、特に学生の質問に答える際に、迅速にプログラミングの要点を説明することができます。学習者
は、コンパイル／リンク／実行／デバッグの退屈なサイクルを抜きにして、C/C++の様々な特徴をす
ばやく学ぶことも可能です。初心者の学習を援助するため、Chはエラー発生時に、セグメンテーショ
ンフォールトおよびバスエラーまたは「クラッシュ」などの不可解でわかりにくいメッセージの代わ
りに、数多くのわかりやすい警告とエラーメッセージ2を発生するようになっています。

Chシェルは、chコマンドを実行して起動します。WindowsおよびMac OS X x86上では、Chコマ
ンドシェルは、デスクトップまたは ChIDEのツールバー上にある、図 22のような、赤色のChアイ
コンをクリックして簡単に起動することもできます。

図 22: WindowsおよびMac OS X x86デスクトップ上の Chアイコン

ChシェルがWindows上で起動されたあと、既定でユーザーアカウントが管理者であると仮定する
と、シェルウィンドウの画面プロンプト

C:/Documents and Settings/Administrator>

が表示されます。ここで、C:/Documents and Settings/Administratorは、図 23のような
デスクトップ上のユーザーのホームディレクトリです。シェルウィンドウのウィンドウとフォントサイ
ズはもちろん、そのテキストと背景の色も、ウィンドウの左上隅の Chアイコンを右クリックし、[プ
ロパティ]メニューを選択して変更することができます。なお、Windows Vista上で ChIDEにこのよ
うな変更を行うには、管理者権限が必要となります。表示されるディレクトリ C:/Documents and

Settings/Administratorは、カレント（現在の）作業ディレクトリとも呼ばれます。ユーザー
アカウントが管理者でない場合、アカウント名 Administratorが、適切なユーザーアカウント名に変
更される必要があります。

図 23: Chコマンドシェル

プロンプトは、システムが Chシェルであり、ユーザーのターミナルキーボード入力の受け入れが
可能であることを示しています。Chシェルの既定のプロンプトは、以下のように構築されています。

2ただし現行バージョンでは、これらのメッセージはすべて英語となっています。
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入力内容が文法的に正しい場合、正常に実行されます。実行終了後、システムプロンプト>が再度表
示されます。プログラムまたは式の実行中にエラーが発生した場合、Chシェルは該当するエラーメッ
セージを出力し、ユーザーによるプログラムのデバッグを援助します。

Cのすべてのステートメントと式は、Chコマンドシェル内で対話的に実行されます。たとえば、出
力 Hello, worldは、関数 printf()を呼び出すことによって以下のように対話的に得られ、

C:/Documents and Settings/Administrator> printf("Hello, world")

Hello, world

図 23のようになります。図 23と比較すると、本書の説明のスペースを節約するために、最後のプロ
ンプト C:/Documents and Settings/Administrator>が省略されています。なお、コマンド
モード上でCプログラムの該当するステートメントを実行する際には、ステートメントの最後のセミ
コロンは省略可能です。上の実行例では、関数 printfの呼び出し時のセミコロンはありません。

5.1 ファイルハンドリング用のポータブルコマンド

システムプロンプト>において、Cプログラムとステートメントだけでなく、（カレント作業ディ
レクトリを表示する pwdのような）他の任意のコマンドも実行可能です。このシナリオでは、Chは
Windows上のMS-DOSシェルと同様に、コマンドシェルとして使用されます。
コマンドは、Chコマンドシェルまたは Chプログラム内で実行可能です。数百ものコマンドとその

オンラインドキュメントがシステムに含まれています。これらのすべてを知っている人はいません。
各コンピュータウィザードは、常に使用できる作業ツールを備えていて、そこに何があるかという漠
然としたアイデアを提供しています。このセクションでは、表 1に掲載されているファイルハンドリ
ング用のもっともありふれたコマンドの使用法について、例を挙げて説明します。

表 1: ファイルハンドリング用のポータブルコマンド

コマンド 用法 説明
cd cd ホームディレクトリを変更

cd dir ディレクトリ dirに変更
cp cp file1 file2 file1を file2にコピー
ls ls 作業ディレクトリ中の内容の一覧
mkdir mkdir dir 新規のディレクトリ dirを作成
pwd pwd 作業ディレクトリの名前を出力（表示）
rm rm file fileを削除
chmod chmod +x file fileのモードを変更して、実行可能にする
chide chide file.c file.cの編集と実行のために、ChIDEを起動する

Chシェル上で実行されるこれらのコマンドは、Windows、LinuxまたはMac OS Xのような異なる
プラットフォームに渡ってポータブルであることを再度強調するしておく必要があります。これらの
コマンドを使用すると、ユーザーは Cプログラムを実行するために、システム上のファイルを効果的
に操作することができます。
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ChがWindows上で、既定のディレクトリ C:/Chにインストールされていると仮定します。カレン
ト作業ディレクトリは、C:/Documents and Settings/Administratorであり、これはユー
ザーのホームディレクトリでもあります。ファイルハンドリング用ポータブルコマンドのアプリケー
ションは、以下のように、Chシェルでのコマンドの対話的実行を例として説明されます。

C:/Documents and Settings/Administrator> mkdir c99
C:/Documents and Settings/Administrator> cd c99
C:/Documents and Settings/Administrator/c99> pwd
C:/Documents and Settings/Administrator/c99
C:/Documents and Settings/Administrator/c99> cp C:/Ch/demos/bin/hello.c hello.c
C:/Documents and Settings/Administrator/c99> ls
hello.c
C:/Documents and Settings/Administrator/c99> chide hello.c

表 1の「用法」に示されているように、mkdirコマンドは、作成するディレクトリとして 1個の引
数を取ります。最初にコマンド

mkdir c99

を用いて、c99というディレクトリを作成します。次に、コマンド

cd c99

を用いて、この新規に作成したディレクトリC:/Documents and Settings/Administrator/c99

に変更します。さらに、コマンド

pwd

でカレント作業ディレクトリを表示します。図 2のような、ディレクトリ C:/Ch/demos/binにあ
る Cプログラム hello.cは、コマンド

cp C:/Ch/demos/bin/hello.c hello.c

を用いて、この作業ディレクトリに同じ名前でコピーされます。コマンド

ls

により、カレントディレクトリにあるファイルの一覧が表示されます。この時点では、ディレクトリ
C:/Documents and Settings/Administrator/c99にあるファイルは、hello.cのみです。
すべてのプログラムをあとで容易に探すことができるように、作成した全 Cプログラムをこのディレ
クトリに保存することをお勧めします。
最後に、コマンド

chide hello.c

により、プログラム hello.cが起動され、図 2に表示されているように、ChIDEで編集と実行が可
能になります。学級でのプレゼンテーションに対して、複数のソースファイルを以下のように、1つ
のコマンドで開くことは、ときには便利です。

> chide file1.c file2.c header.h

空白文字を含むパスを扱うコマンドを使用するには、そのパスを二重引用符で囲む必要がありま
す。たとえば、ファイル hello.cを削除するには、以下のように指定します。

> rm "C:/Documents and Settings/Administrator/c99/hello.c"
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5.2 プログラムの対話的実行

Cプログラムをコンパイルせずに Chシェルで対話的に実行することは、非常に簡単です。たとえ
ば、前のセクションのように、C:/Documents and Settings/Administrator/c99がカレン
ト作業ディレクトリであると仮定します。このディレクトリ内のプログラム hello.cは Chで実行
され、以下のように、Hello, worldの出力が得られます。

C:/Documents and Settings/Administrator/c99> hello.c

Hello, world

C:/Documents and Settings/Administrator/c99> _status

0

Chコマンドシェル内のプログラム実行結果の終了コードは、システム変数 statusに保存されます。
プログラム hello.cが正常に実行されたので、 statusがコマンドライン入力されると、上のように
終了コードは 0になります。

Unixでは、Cプログラム hello.cをコマンドとして簡単に使用するには、このファイルが実行可
能でなければなりません。コマンド chmodは、ファイルのモードを変更します。以下のコマンド

chmod +x hello.c

は、プログラム hello.cを実行可能にし、Chコマンドシェル内で実行できるようにします。

5.3 Chコマンドのパス設定と検索

コマンドを実行するために、これをコマンドシェルのプロンプトに入力すると、コマンドシェル
はそのコマンドを指定済みのディレクトリ内で検索します。Chシェルでは、文字列型のシステム変
数 pathが、検索されるコマンドのディレクトリを含んでいます。各ディレクトリは、文字列 path内
で、セミコロンにより区切られています。Chコマンドシェルが起動される際、システム変数 pathは
いくつかの既定の検索パスを含んでいます。たとえば、Windows上での既定の検索パスは以下のとお
りです。

C:/Ch/bin;C:/Ch/sbin;C:/Ch/toolkit/bin;C:/Ch/toolkit/sbin;C:/WINDOWS;C:/WINDOWS/SYSTEM32;

ユーザーは、スタートアップファイル（これについては、あとで説明されます）内の文字列関数
stradd()を使用して、コマンドシェル用の検索パスへの新規のディレクトリを追加することができま
す。この関数は、文字列型の引数を追加して、これを新規の文字列として返します。たとえば、ディ
レクトリ C:/Documents and Settings/Administrator/c99 はコマンドの検索パスの中に
はありません。カレントの作業ディレクトリが
C:/Documents and Settings/Administratorであるときに、このディレクトリ内のプログ
ラム hello.cを起動しようとすると、Chシェルはこのプログラムを見つけることができず、以下の
ようなエラーメッセージを出力します。

C:/Documents and Settings/Administrator> hello.c

ERROR: variable ’hello.c’ not defined

ERROR: command ’hello.c’ not found
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Chが起動されるか、または Chプログラムが実行されると、既定では、ユーザーのホームディレク
トリ上にスタートアップファイル.chrc（Unix環境）または chrc（Windows環境）が存在する場合に
は、それが実行されます。本書ではこれ以降、ChがWindows環境で使用され、スタートアップファ
イル chrcがユーザーのホームディレクトリ上にあると仮定します。このスタートアップファイルは
多くの場合、コマンド、関数、ヘッダファイルなどの検索パスを設定します。Windows上では、既定
の設定のスタートアップファイル chrcは、Chのインストール時に、ユーザーのホームディレクトリ
上に作成されます。しかしながら、Unix上では、既定でユーザーのホームディレクトリ上には、ス
タートアップファイルはありません。システム管理者は、このようなスタートアップファイルをユー
ザーのホームディレクトリに追加することができます。スタートアップファイルがまだホームディレ
クトリ上にない場合、以下のように、Chを -dオプション付きで起動し、

ch -d

サンプルのスタートアップファイルを、ディレクトリ CHHOME/config/からユーザーのホームディ
レクトリにコピーすることができます。ここで、CHHOMEは文字列"CHHOME"ではなくて、Chがイン
ストールされたシステムファイルパスであることに注意してください。たとえば、既定でChがC:/Ch

（Windows）または/usr/local/ch（Unix）にインストールされた場合、Windows上では、以下の
Chシェルのコマンド

C:/Documents and Settings/Administrator> ch -d

はスタートアップファイル chrcをユーザーのホームディレクトリ
C:/Documents and Settings/Administrator に作成します。このローカルの Ch初期化ス
タートアップファイル chrcは、図 24のように、ChIDEエディタにより、検索パスの編集用に開く
ことができます。

図 24: ローカルの Ch初期化スタートアップファイルを編集用に開く

Linuxでは、上記のコマンド ch -dは、デスクトップ上にChアイコンも作成します。ChがChIDE

とともにインストールされる場合、ChIDE用のアイコンもデスクトップ上に作成されます。
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ディレクトリ C:/Documents and Settings/Administrator/c99 をコマンド検索パスに
含ませるには、以下のステートメント

_path = stradd(_path, "C:/Documents and Settings/Administrator/c99;");

をユーザーホームディレクトリ上のスタートアップファイル chrcに追加して、このディレクトリ上の
コマンド hello.cが、カレントの作業ディレクトリの設定に関係なく、起動できるようにする必要があ
ります。ディレクトリ C:/Documents and Settings/Administrator/c99が検索パス path
に追加されたあとでは、Chコマンドシェルを再起動する必要があります。このようにして、プログ
ラム hello.cをこのディレクトリ上で、以下のように実行することができるようになります。

C:/Documents and Settings/Administrator> hello.c

Hello, world

コマンドに対する pathと同様に、Chのヘッダファイルは、システム変数 ipathで指定されるディ
レクトリ上で検索されます。各パスもまた、セミコロンで区切られます。たとえば、ステートメント

_ipath = stradd(_ipath, "C:/Documents and Setting/Administrator/c99;");

は、ディレクトリ C:/Documents and Setting/Administrator/c99を、

#include <headerfile.h>

のようなプロプロセッサディレクティブ includeによりインクルードされているヘッダファイル用
の検索パスに追加します。また、このディレクトリをステートメント

_fpath = stradd(_fpath, "C:/Documents and Setting/Administrator/c99;");

により、関数ファイル用の検索パスに追加することもできます。関数ファイルには、関数定義が含まれています。
Unix上では、コマンドの検索パスは既定で、カレント作業ディレクトリを含みません。コマンドの検索パス

にカレント作業ディレクトリを含ませるには、以下のステートメント

_path = stradd(_path, ".;");

をユーザーのホームディレクトリ上のスタートアップファイル.chrcに追加する必要があります。関数呼び出し
stradd(_path, ".;")は、’.’で表されたカレントディレクトリをシステム検索パス pathに追加します。

5.4 式とステートメントの対話的実行

話を簡単にするため、本書ではこれ以降、Chコマンドシェル内で表示されるプロンプトは、>のみであると
します。C式がコマンドシェル内で入力されると、これは Chで評価され、その結果が画面上に表示されます。
たとえば、

> 1+3*2
7

のように、式 1+3*2が入力されると、出力が 7となります。
有効な C式は、すべて Chシェル内で評価されます。したがって、Chは計算機として使用すると便利です。
別の例として、以下のように、変数を宣言してこれをこのあとに続く計算で使用することができます。
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> int i
> sizeof(int)
4
> i = 30
30
> printf("%x", i)
1e
> printf("%b", i)
11110
> i = 0b11110
30
> i = 0x1E
30
> i = -2
-2
> printf("%b", i)
11111111111111111111111111111110
> printf("%32b", 2)
00000000000000000000000000000010

上記の Cステートメントでは、変数 iが 4バイトの int型として、宣言されています。次に、iに対する整数
値 30が、十進、16進、2進数で表示されています。異なる数値表記の整数定数も、上記のように、変数 iに
割り当てることが可能です。最後に、負数 −2に対する 2の補数表記も表示されています。Cにおける他のす
べてのデータ型の特性もまた、対話的に表現可能です。関数 fopen()でオープンされたファイルストリームを
使用して、入力関数 fscanf()と出力関数 fprintf()ファミリ用の異なるフォーマットの指定子も、このようにし
て試すことができます。
既定では、floatまたは double型の値は、それぞれ小数点以下 2桁または 4桁で表示されます。たとえば、以

下のとおりです。

> float f = 10
> 2*f
20.00
> double d = 10
> d
10.00000

以下のように、すべての C演算子が対話的に使用可能です。

> int i=0b100, j = 0b1001
> i << 1
8
> printf("%b", i|j)
1101

ポインタと変数のアドレスは、以下のように表されます。

> int i=10, *p
> &i
1eddf0
> p = &i
1eddf0
> *p
10
> *p = 20
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20
> i
20

この例では、intへのポインタの変数 pは、変数 iをポイントします。次の例では、以下のように配列とポイ
ンタの関係が示されています。

> int a[5] = {10,20,30,40,50}, *p;
> a
1eb438
> &a[0]
1eb438
> a[1]
20
> *(a+1)
20
> p = a+1
1eb43c
> *p
20
> p[0]
20

式 a[1]、*(a+1)、*p、および p[0]は、すべて同じ要素を参照しています。多次元配列もまた、対話的に
扱うことができます。潜在的なバグ検出のため、Chは配列の境界をチェックします。たとえば、以下のとおり
です。

> int a[5] = {10,20,30,40,50}
> a[-1]
WARNING: subscript value -1 less than lower limit 0
10
> a[5]
WARNING: subscript value 5 greater than upper limit 4
50
> char s[5]
> strcpy(s, "abc")
abc
> s
abc
> strcpy(s, "ABCDE")
ERROR: string length s1 is less than s2 in strcpy(s1,s2)
ABCD
> s
ABCD

5要素の配列 aで許されるインデックスは、0から 4までです。配列 sはヌル文字を含む 5文字のみを保持す
ることができます。Chはこのように、既存の Cコード内の、配列境界オーバーランに関係したバグを検知す
ることができます。

Cの構造体または C++のクラスのアラインメントも、以下のようにチェック可能です。

> struct tag {int i; double d;} s
> s.i =20
20
> s
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.i = 20

.d = 0.0000
> sizeof(s)
16

この例では、intと doubleのサイズはそれぞれ 4および 8であるにも関わらず、intと double型の 2つのフィー
ルドをもつ構造体 sのサイズは、アラインメントを適正化するために、12ではなくて 16になっています。

5.5 関数の対話的実行

プログラムを多くの個別のファイルに分割することができます。各ファイルは、プログラムの任意の場所か
らアクセス可能な、多くの関連した関数群から成ります。C標準ライブラリのすべての関数が対話的に実行可
能であり、ユーザー定義関数内で使用可能です。たとえば、以下のとおりです。

> srand(time(NULL))
> rand()
4497
> rand()
11439
> double add(double a, double b) {double c; return a+b+sin(1.5);}
> double c
> c = add(10.0, 20)
30.9975

乱数発生関数 rand()は、srand(time(NULL)における時間値を用いて起動の準備がされています。型が特
定されない数学関数 sin()を呼び出している関数 add()がプロンプト上に定義され、使用されています。
複数の関数定義を含んでいるファイルは、通常それ自身を Chプログラムの一部として識別するために、.ch

のサフィックスをもっています。Chプログラミング環境内に関数ファイルを作成することができます。Chにお
ける関数ファイルとは、1つの関数定義のみを含んだファイルのことです。関数ファイル名は、addition.chf
のように、.chfで終わります。関数ファイル内の関数ファイル名と関数定義は同一でなければなりません。関
数ファイルを用いて定義された関数は、あたかも Chにおけるシステム内蔵関数として扱われます。
コマンドに対する path と同様に、関数は、関数ファイル用のシステム変数 fpath における検索パスに基

づいて検索されます。各パスは、セミコロンで区切られています。既定では、変数 fpathはパス lib/libc、
lib/libch、lib/libopt、および libch/numericを Chのホームディレクトリ内に含んでいます。シス
テム変数 fpathが Chシェル内で対話的に変更されると、これは、現在のシェル内で対話的に起動された関数
に対してのみ、影響を及ぼします。動作中のスクリプトに対しては、現在のシェル内の関数検索パスの設定は、
サブシェル内では使用されず、そして継承されません。この場合、システム変数 fpathは、ユーザーのホーム
ディレクトリにあるスタートアップファイル chrc（Windows）または.chrc（Unix）内で修正することができ
ます。
たとえば、addition.chfという名前のファイルがプログラム 1のようなプログラムを含んでいる場合、

関数 addition()は、入力された 2つの引数 aと bの和 a + bを計算するために呼び出されるシステム内蔵
関数として扱われます。

/* File: addition.chf
A function file with file extension .chf */

int addition(int a, int b) {
int c;
c = a + b;
return c;

}

プログラム 1: 関数ファイル addition.chf
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関数ファイル addition.chfが
C:/Documents and Settings/Administrator/c99/addition.chfにあり、ディレクトリ
C:/Documents and Settings/Administrator/c99が、ステートメント

_fpath=stradd(_fpath, "C:/Documents and Settings/Administrator/c99;");

をもった、ユーザーのホームディレクトリにあるスタートアップファイル.chrc（Unix）または fpath（Windows）
内の関数検索パスに追加される必要があると仮定します。関数 addition()は、

> int i = 9
> i = addition(3, i)
12

のように、コマンドモードで対話的に使用されるか、またはプログラム内部で使用されるかのどちらかです。
プログラム 2において、関数 addition()は、関数ファイル addition.chfの内部で定義されたプロトタ
イプ関数が起動されるように、main()関数内で、関数プロトタイプなしに呼び出されます。

/* File: program.c
Program uses function addition() in function file addition.chf */

#include <stdio.h>

/* This function prototype is optional when function addition() in
file addition.chf is used in Ch */

int addition(int a, int b);

int main() {
int a = 3, b = 4, sum;

sum = addition(a, b);
printf("sum = %d\n ", sum);
return 0;

}

プログラム 2: 関数ファイル addition.chfを使用したプログラム

プログラム 2の出力は、c = 5となります。関数ファイルの検索パスが適切に設定されていない場合、関数
addition()が呼び出された際に、警告メッセージ

WARNING: function ’addition()’ not defined

が表示されます。
関数が Chシェル内で対話的に呼び出されると、その関数ファイルがロードされます。関数が呼び出されたあ

とにその関数ファイルを変更すると、コマンドモードにおけるそれ以降の呼び出しは、依然として、古いバー
ジョンのロード済みの関数定義を使用します。修正したバージョンの新たな関数ファイルを起動するには、コ
マンド remvarに続いて関数名を指定して、システム内の関数定義を削除するか、またはプロンプト上で chを
入力して、新たな Chシェルを起動するかのいずれかを行います。たとえば、コマンド

> remvar addition

は、関数 addition()に対する定義を削除します。コマンド remvarは、宣言された変数の削除にも使用され
ます。

5.6 C++プログラミング機能の対話的実行

Chでは、Cプログラムが実行可能であるだけでなく、クラスといくつかの C++機能も、C++コードの対話的
実行例として以下に示されているように、Chでサポートされています。
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> int i
> cin >> i
10
> cout << i
10
> class tagc {private: int m_i; public: void set(int); int get(int &);}
> void tagc::set(int i) {m_i = 2*i;}
> int tagc::get(int &i) {i++; return m_i;}
> tagc c
> c.set(20)
> c.get(i)
40
> i
11
> sizeof(tagc)
4

入力と出力は、C++におけるcinおよびcoutを用いてハンドリングされています。publicメソッドtagc::set()
は privateメンバ m iをセットし、一方、publicメソッド tagc::get()はその値を取得しています。メソッ
ド tagc::get()の引数は、参照渡しされています。クラス tagcのサイズは、メンバ関数用のメモリを除い
て、4バイトになっています。

6 アウトプットウィンドウ内でのコマンドの対話的実行
バイナリコマンドまたは C/C++プログラムは、図 25に示されるように、アウトプットウィンドウ内部でも

対話的に実行することができます。

図 25: アウトプットウィンドウ内でのコマンドの実行
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図 25において、プログラム hello.cが最初にアウトプットウィンドウ内で実行され、次にコマンド pwd
がカレントワーキングディレクトリを表示します。コマンド lsは、カレントワーキングディレクトリ内のファ
イルとディレクトリの一覧を表示します。
コマンドのオプションも使用可能です。たとえば、コマンド lsは

ls -F

の書式で実行可能であり、ディレクトリを最後にスラッシュ付きで一覧表示します。
空白文字を含む完全なパスをともなうコマンドを使用するには、以下のように、そのパスを二重引用符で囲

む必要があります。

> "C:/Documents and Settings/Administrator/c99/hello.c"
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7 C/C++プログラムのコンパイルとリンク
ChIDEは、編集ウィンドウ内の編集済みの C/C++プログラムを、Cおよび C++コンパイラを用いてコンパイ

ル、リンクすることもできます。既定では、ChIDEは、Windows上にインストールされている最新のMicrosoft
Visual Studio .NETを Cおよび C++プログラムのコンパイルに使用します。Visual Studioコンパイラ用の環境変
数とコマンドは、ユーザのホームディレクトリにあり、図 24のメニューで開いて編集できる、別個のスタート
アップ構築ファイル chrc内で修正可能です。LinuxおよびMac OS X x86上では、ChIDEは、Cおよび C++プ
ログラムのコンパイルに、それぞれ gccおよび g++コンパイラを使用します。既定のコンパイラは、[オプショ
ン]メニュー内のコマンドで開くことができる C/Ch/C++プロパティファイル cpp.propertiesを編集するこ
とにより変更可能です。
図 26で表示されている、[ツール] → [コンパイル]コマンドは、プログラムのコンパイルに使用するこ

とができます。

図 26: C/C++プログラムのコンパイル

Cまたは C++プログラムのコンパイル時に発生したエラーメッセージは、ChIDEのアウトプットウィンドウ
内に表示されます。Windows上では、プログラムをコンパイルすると、拡張子.objをもったオブジェクトファ
イルが生成されます。このオブジェクトファイルは、[ツール] → [リンク]コマンドを用いてリンクされ、
実行可能なプログラムが作成されます。Windows上で実行可能なプログラムは、拡張子.exeをもちます。
カレントディレクトリ上でmakeファイルmakefileまたはMakefileが使用可能であれば、[ツール] → [ビ

ルド]コマンドを実行することにより、その makeファイル起動されて、アプリケーションがビルドされます。
makeファイルは、ファイルタブ上のファイル名を右クリックし、図 27のように、コマンド [make]（Linux

またはMacの場合）、またはコマンド [make]あるいは [nmake]（Windowsの場合）をクリックすることに
よっても起動することができます。
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図 27: C/C++プログラムをコンパイルするためのmakeファイルの使用

ChIDEが makeファイルの編集に使用される際には、その書式がハイライト表示されます。タブ文字は、あ
るmakeコマンドに対してはコマンドを開始する特殊文字として予約されていますので、この文字は保護され、
空白文字では置き換えられません。ファイル拡張子 .makをもつファイル、または以下の名前のファイルは、
ChIDEでは makeファイルとみなされます。

makefile
makefile.win
makefile_win
makefile.Win
makefile_Win
Makefile
Makefile.win
Makefile_win
Makefile.Win
Makefile_Win

[ツール] → [実行]コマンドを実行することにより、作成された実行可能プログラムが実行されます。

8 ChIDEで共通に使用されるキーボードコマンド
ChIDEにおけるキーボードコマンドは、共通のWindowsおよび GTK+規則にほとんど準拠しています。す

べての移動キー（矢印、page up/down、home、end）に対して、Shiftキーを押した際のストリーム選択、およ
び Shiftと Altキーを押した際の長方形領域選択の切り換えが可能です。メニューコマンドのキーボードショー
トカットは、メニュー内に記載されています。表 2は、よく使用されるコマンドとそれに対応するキーボード
コマンドの一覧を示しています。
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表 2: ChIDEで共通に使用されるコマンドとそれに対応するキーボードコマンド

コマンド キーボードコマンド
ヘルプ情報の参照 F1
Ch上で C/Ch/C++プログラムを実行 F2
次の検索文字列 F3
前の検索文字列 Shift+F3
次のエラーメッセージ F4
前のエラーメッセージ Shift+F4
（プログラムのデバッグを）開始 F5
シングルステップ実行 F6
次のステートメントをステップオーバーして実行 F7
アウトプットウィンドウを閉じる／開く F8
アウトプットウィンドウを消去 F9
デバッグコマンドウィンドウを閉じる／開く F10
Debug Console Windowを閉じる／開く F11
全画面表示 F12
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cd, 21
cp, 21
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関数
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キーボードコマンド, 33

コマンド, 30
コンパイル, 32
コンパイルおよびリンクコマンド

コンパイル, 32
ビルド, 32
ビルドして実行, 32

リンク, 32

著作権情報, ii

デバッグウィンドウ
Watch, 18
コマンド, 15
スタック, 12
ブレークポイント, 8
変数, 13

デバッグウィンドウ上のデバッグコマンド
abort, 19
clear, 19
clearfunc, 19
clearline, 19
clearvar, 19
cont, 17
down, 17
help, 15
locals, 17
next, 17
remove, 17
remove expr, 17
run, 17
stack, 17
start, 17
step, 17
stopat, 18
stopin, 18
stopvar, 18
up, 17
variables, 17
watch, 17

デバッグコマンド
上へ, 11
開始, 9
下へ, 11
実行, 3
シングルステップ, 9, 10
ステップオーバー, 9, 10
続行, 9
中止, 9
停止, 7
文法解析, 7
ローカル変数, 10

デバッグコマンドウィンドウ内のデバッグコマンド
assign, 15
call, 15
expr, 15
print, 15
remove, 18
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